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広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
70

年
間
、
核
兵
器
は
戦
争
で
使
わ
れ
な
か

っ
た
。
今
も
人
類
を
破
滅
さ
せ
る
核
兵

器
が
存
在
し
、
危
険
な
臨
戦
態
勢
の
ま

ま
だ
。
行
き
詰
ま
る
核
軍
縮
に
、
非
核

国
で
は
、
核
兵
器
を
条
約
で
禁
止
す
る

機
運
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
国
連

か
ら
核
兵
器
の
違
法
性
を
問
わ
れ
た
国

際
司
法
裁
判
所
は
96
年
「
核
兵
器
の
使

用
・
威
嚇
は
一
般
的
に
人
道
法
違
反
」

と
す
る
勧
告
を
出
し
た
。
核
兵
器
は

「
絶
対
悪
」
だ
。
原
点
で
あ
る
原
爆
の

非
人
道
性
へ
の
認
識
を
深
め
、
世
界
に

訴
え
る
こ
と
が
被
爆
国
日
本
の
責
任
だ
。

11日㈫　第23回執行委員会（札幌市）
12日㈬　�戦争をさせない北海道委員会８．12総が

かり行動（札幌市）
16日㈰　�「戦争法案」廃案！不戦の日８．15北海道

集会（札幌市）
19日㈬　第24回執行委員会（札幌市）
　　　　第４回拡大闘争委員会（札幌市）
　　　　�戦争をさせない北海道委員会８．19総が

かり行動（札幌市）
24日㈪　第88回自治労定期大会（～26日、石川県）
28日㈮　戦争させない北海道講演会（札幌市）
29日㈯　戦争させない北海道集会（札幌市）

８月
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２

戦
争
を
さ
せ
な
い
総
が
か
り
行
動
、
戦
争
法

案
阻
止
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
全
労
済
総
代
会

３

全
道
バ
レ
ー
大
会
、
第
48
回
写
真
・
ま
ん

が
・
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
募
集

４

全
国
保
育
集
会
、
職
場
だ
よ
り
、
シ
リ
ー

ズ
「
社
会
保
障
改
革
の
行
方
」
㉑
、
さ
さ

き
さ
ん
の
国
会
だ
よ
り
、
忙
中
余
話

たたかいの正念場に3000人が結集＝7月29日、東京

デモ行進で「大間原発建設反対」「戦争法案反対」と訴えた＝函館市

2015人勧

戦
争
法
案
・
大
間
原
発
建
設
阻
止

STOP THE 格差社会！ 「戦争法案」廃案へ！
北海道最低賃金の

大幅引き上げを求める署名 不戦の日！８・15北海道集会

最終集約数 と　き 2015年８月16日（日）

ところ 自治労会館４Ｆホール

講　師 横路孝弘（衆議院議員）筆70,622

送
る
こ
と
に
な
る
。
福
島
で

は
白
血
病
が
増
え
て
い
る
。

被
災
者
に
対
す
る
補
償
を
打

ち
切
る
た
め
に
避
難
勧
告
を

解
除
し
て
い
る
。
国
民
の
命
、

平
和
を
守
る
日
本
を
取
り
戻

そ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

只
野
・
大
間
原
発
函
館
市

訴
訟
弁
護
団
弁
護
士
は
「
原

発
訴
訟
最
大
の
争
点
は
基
準

地
震
動
だ
。
基
準
地
震
動
は

地
震
の
平
均
で
決
め
ら
れ
、

最
大
の
地
震
を
想
定
し
て
い

な
い
。
原
発
は
一
度
作
る
と

原
発
本
体
の
補
強
工
事
は
で

き
な
い
。
川
内
原
発
は
九
州

で
は
地
震
が
少
な
い
か
ら
大

丈
夫
と
の
判
断
で
再
稼
動
を

認
め
て
い
る
。
反
対
の
声
が

裁
判
所
を
動
か
し
、
判
断
が

変
わ
る
。
新
し
い
原
発
は
絶

対
作
ら
せ
な
い
こ
と
を
確
認

し
、
頑
張
ろ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

　

藤
盛
・
道
平
和
運
動
フ
ォ

ー
ラ
ム
代
表
は
「
安
倍
政
権

は
積
極
的
戦
争
主
義
だ
。
安

保
関
連
法
案
阻
止
に
む
け
て

地
域
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
。

大
間
原
発
に
つ
い
て
、
建
設

中
止
と
函
館
市
で
の
住
民
説

明
に
つ
い
て
電
源
開
発
に
申

し
入
れ
し
た
が
、
具
体
的
な

回
答
は
一
切
な
く
、
き
わ
め

て
不
誠
実
。
戦
争
関
連
法
案

の
阻
止
、
大
間
原
発
建
設
阻

止
に
力
を
結
集
し
た
た
か
お

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

相
澤
・
道
南
地
域
平
和
運

動
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
は
「
安

倍
晋
三
に
Ｎ
Ｏ
を
突
き
つ
け

る
国
民
の
思
い
が
う
ね
り
と

な
っ
て
い
る
。
安
倍
政
権
を

許
す
と
、
子
ど
も
を
戦
場
に

決
を
許
さ
な
い
！
『
戦
争
法

案
』
の
廃
案
を
求
め
る
緊
急

函
館
集
会
を
開
き
、
約
５
０

０
人
が
参
加
し
た
。

　

７
月
18
日
、
函
館
市
大
森

公
園
で
「
や
め
る
べ
、
大
間

原
発
！
７
・
18
さ
よ
う
な
ら

原
発
北
海
道
集
会
」「
強
行
採

絡
会
は
、「
民
間
の
賃
上
げ
動

向
を
踏
ま
え
た
当
然
の
結

果
。
原
資
の
多
く
が
地
域
手

当
の
４
月
遡
及
に
あ
て
ら
れ

た
こ
と
は
不
満
が
残
る
」
ま

た
、「
育
児
休
業
者
や
非
常
勤

職
員
に
支
給
さ
れ
な
い
勤
勉

手
当
に
配
分
し
た
こ
と
は
課

と
、
安
部
政
権
の
公
務
員
人

件
費
抑
制
策
が
示
さ
れ
て
い

る
中
で
の
勧
告
で
あ
り
、
当

初
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
た
。

　

結
果
、
24
年
ぶ
り
と
な
る

２
年
連
続
の
月
例
給
・
一
時

金
の
引
き
上
げ
改
定
と
な
っ

た
。
２
０
０
６
年
の
給
与
構

造
改
革
以
降
厳
し
い
措
置
が

と
ら
れ
続
け
て
い
た
再
任
用

職
員
や
高
年
齢
層
職
員
を
対

象
に
俸
給
表
の
改
定
を
行
っ

た
意
味
は
大
き
い
。

　

勧
告
に
対
し
、
公
務
員
連

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
に

お
け
る
地
域
手
当
の
支
給
割

合
を
引
き
上
げ
た
。
ま
た
、

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
民
間

支
給
実
績
４
・
21
月
を
踏
ま

え
、
０
・
１
月
引
き
上
げ
る

こ
と
と
し
、
昨
年
と
同
様
に

勤
勉
手
当
に
配
分
す
る
と
し

た
。

　

今
年
の
人
事
院
勧
告
は
、

２
０
１
５
年
４
月
よ
り
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
が
導

入
さ
れ
た
直
後
で
あ
る
こ
と

水
準
を
平
均
０
・
４
％
（
初

任
給
層
は
２
，
５
０
０
円
、

そ
れ
以
外
は
再
任
用
職
員
ま

で
１
，
１
０
０
円
を
基
本
）

　

民

間

給

与

と

は

１
，

４
６
９
円
０
・
36
％
の
順
較

差
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
解

消
す
る
た
め
に
、
俸
給
表
の

　

人
事
院
は
８
月
６
日
、
内
閣
総
理
大
臣
お
よ
び
衆
・

参
両
院
議
長
に
対
し
、
24
年
ぶ
り
の
２
年
連
続
月
例

給
・
一
時
金
の
引
き
上
げ
と
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
に
係
る
地
域
手
当
な
ど
の
引
き
上
げ
勧
告
を
行
っ

た
。
人
勧
期
の
山
場
で
あ
る
７
月
８
日
の
人
勧
期
中
央

行
動
に
お
い
て
は
、
全
体
で
３
０
０
０
人
、
北
海
道
か

ら
32
人
の
組
合
員
を
派
遣
し
た
。

題
が
残
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。

そ
し
て
、「
本
年
の
給
与
改
定

に
関
す
る
勧
告
に
つ
い
て
は

勧
告
通
り
実
施
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
く
」
と
の
決
意
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

自
治
労
は
「
人
事
委
員
会

対
策
を
強
化
し
、
公
民
較
差

プ
ラ
ス
分
は
給
料
表
引
き
上

げ
に
確
実
か
つ
広
範
に
配
分

す
る
こ
と
」「
総
合
的
見
直
し

に
よ
る
賃
金
引
き
下
げ
に
抗

し
、
水
準
の
維
持
・
改
善
を

最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け

て
、
早
期
に
交
渉
体
制
の
確

立
な
ど
を
は
か
る
」
と
今
後

の
た
た
か
い
に
む
け
た
基
本

的
な
考
え
方
を
示
し
た
。
ま

た
、「
組
合
活
動
の
基
本
で
あ

る
『
自
ら
の
賃
金
・
労
働
条

件
は
、
労
使
交
渉
に
よ
っ
て

決
定
す
る
』
と
い
う
原
則
を

徹
底
し
、
産
別
統
一
闘
争
の

再
構
築
に
む
け
、
単
組
・
県

本
部
・
本
部
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
全
力
で
展
開

す
る
」
と
決
意
を
示
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
人
事
院
勧
告

を
受
け
て
、
北
海
道
・
札
幌

市
に
お
け
る
人
事
委
員
会
勧

告
期
に
む
け
た
対
応
を
強
化

し
、
さ
ら
に
、
不
透
明
な
国

会
情
勢
の
も
と
で
、
早
期
の

完
全
実
施
を
閣
議
決
定
さ
せ

る
取
り
組
み
に
全
力
を
あ
げ

る
。
そ
し
て
、
道
本
部
、
地

方
本
部
、
単
組
・
総
支
部
は
、

最
大
の
山
場
で
あ
る
賃
金
確

定
期
に
む
け
、
組
織
の
総
力

を
あ
げ
て
、
人
事
院
勧
告
の

完
全
実
施
を
勝
ち
取
る
方
針

を
確
立
し
て
い
く
。

☞人事院勧告・報告ポイント

①�民間給与とは1,469円0.36％の順較差を解消するため
に、俸給表の水準を平均0.4％（初任給層は2,500円、
それ以外は再任用職員まで1,100円を基本）引き上げ
②�民間支給実績4.21月を踏まえ、0.1月引き上げて、勤勉
手当に配分

月例給・一時金ともに２年連続の引き上げ

①地域手当の支給割合を給与法に定める支給割合に改定
②�単身赴任手当の基礎額30,000円、加算額の限定70,000
円に改定

給与制度の総合的見直し

勧
告
の
完
全
実
施

月
例
給
・
一
時
金
２
年
連
続
プ
ラ
ス
改
定

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸
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500人が集まった『７．29総かがり行動』＝７月29日

約400人の市民らが参加した＝７月23日、札幌市

７月17日の「総がかり行動」には『戦争したくなくてふるえる』のメ
ンバーが「安倍さん辞めてほしい。自民党は嫌だ」とスピーチした

網
走
管
内
で
行
わ
れ
た
集
会

の
よ
う
す
。
各
地
域
で
も
集

会
が
行
わ
れ
て
い
る

北
海
道
か
ら『
廃
案
』の
う
ね
り

運
動
の
輪
を
拡
げ
よ
う

　

７
月
31
日
に
開
か
れ
た
、

『
全
労
済
北
海
道
本
部
第
６

回
代
表
者
会
議
』
で
山
上
・

道
本
部
執
行
委
員
長
が
新
た

に
本
部
長
に
選
任
さ
れ
た
。

山
上
委
員
長
は
就
任
あ
い
さ

つ
で
「
自
主
福
祉
活
動
の
強

化
に
む
け
精
一
杯
頑
張
る
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

　

一
方
、三
浦
正
一
さ
ん
が
、

自
治
労
共
済
生
協
常
務
理
事

就
任
に
伴
う
北
海
道
支
部
事

務
局
長
の
後
任
に
、
８
月
１

日
付
で
木
村
美
智
留
・
企
画

総
務
部
前
臨
時
執
行
委
員
が

発
令
さ
れ
た
。
※
詳
細
は
８

／
３
付
Ｈ
Ｐ
参
照

ー
ド
で
は
５
０
０
人
を
超
え

る
市
民
ら
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を

手
に
「
戦
争
関
連
法
案
反

対
」
の
声
を
上
げ
た
。

法
案
即
時
廃
案
』
と
声
を
あ

げ
、
手
を
携
え
て
が
ん
ば
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

街
頭
演
説
後
の
デ
モ
パ
レ

つ
く
る
。
隣
の
方
に
声
を
か

け
て
、
さ
ら
に
拡
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
最
後
ま
で
諦

め
ず
に
、『
憲
法
違
反
の
戦
争

　

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海

道
・
佐
藤
共
同
代
表
は
「
日

本
の
平
和
な
社
会
を
、
子
ど

も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
き

た
い
。
市
民
の
み
な
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
声
が
う
ね
り
を

　

７
月
23
日
、
札
幌
市
・
自

治
労
会
館
で
「
叫
ぼ
う
！
動

こ
う
！
平
和
の
た
め
に
『
戦

争
法
案
』
阻
止
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
き
、
約
４
０
０

人
が
参
加
し
た
。

大
空
町
出
身
の
講
談
師
・
神

田
山
陽
さ
ん
が
「
講
談
師
は

平
和
ボ
ケ
？
」『
戦
争
法
案
』

に
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
！
と
題
し

て
講
演
し
た
。

　

神
田
さ
ん
は
、
自
身
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
詩
の
朗
読
な
ど

を
ま
じ
え
、
参
加
者
か
ら
の

笑
い
を
誘
い
な
が
ら
「
戦
争

が
な
く
な
ら
な
い
理
由
は
、

お
金
持
ち
が
儲
け
る
た
め

だ
。『
安
保
法
案
』
に
あ
ま
り

興
味
の
な
い
人
や
賛
成
の
人

に
、『
安
保
法
案
は
ダ
メ
だ
』

と
言
い
た
く
な
く
て
も
、
伝

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

述
べ
た
う
え
で
「
そ
の
た
め

に
は
、こ
う
し
た
人
た
ち
に
、

考
え
て
も
ら
う
よ
う
に
話
の

で
き
る
関
係
を
、
普
段
か
ら

つ
く
る
こ
と
が
私
た
ち
の
役

割
だ
。
そ
う
す
る
こ
と
で
自

由
に
、
そ
し
て
自
分
の
意
思

に
忠
実
に
生
き
ら
れ
る
」
と

強
調
し
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
北
大

生
の
小
川
遥
さ
ん
が
「
今
回

の
強
行
採
決
に
民
主
主
義
は

な
か
っ
た
と
感
じ
た
。
テ
ロ

の
語
源
は
恐
怖
政
治
だ
。
安

倍
晋
三
と
い
う
人
は
、
も
し

か
し
た
ら
テ
ロ
リ
ス
ト
で
は

な
い
か
と
さ
え
感
じ
る
」
と

怒
り
と
不
安
を
訴
え
た
。

　

前
札
幌
市
長
・
上
田
文
雄

さ
ん
は
「
今
回
の
安
保
法
案

は
、
憲
法
を
壊
す
法
制
で
あ

り
『
壊
憲
』
だ
。
こ
こ
最
近

の
状
況
を
見
る
と
、
人
権
侵

害
の
法
案
で
あ
る
認
識
が
国

民
に
深
ま
っ
て
き
た
。
憲
法

を
壊
す
こ
と
は
文
化
を
壊
す

こ
と
で
も
あ
る
。『
振
り
込
め

詐
欺
』
は
人
の
心
理
に
つ
け

こ
ん
で
、
振
り
こ
む
よ
う
急

が
せ
る
。
安
保
法
案
も
同
じ

で
、
国
民
の
心
に
つ
け
こ
み
、

法
案
成
立
を
急
い
で
い
る
。

と
も
に
た
た
か
お
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

大
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

民
主
党
幹
事
長
・
市
橋
道

議
は
「
こ
の
集
会
は
、
子
ど

も
た
ち
を
戦
争
に
送
ら
な
い

こ
と
を
固
め
合
う
集
会
だ
。

戦
後
70
年
、
日
本
が
一
度
も

戦
争
に
参
加
し
て
い
な
い
こ

と
が
日
本
人
の
誇
り
で
あ

り
、
世
界
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
「
自
衛
隊
は
人
道
支
援

な
ど
で
国
際
的
に
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、『
こ
れ
以
上
、
戦
争
で

兵
士
が
戦
死
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
』
と
世
論
が
高
ま

っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
肩

代
わ
り
を
す
る
よ
う
な
法
案

成
立
を
絶
対
許
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
訴
え
た
。

　

７
月
29
日
に
行
わ
れ
た
、

「
総
が
か
り
行
動
」
に
は
、

市
民
ら
約
５
０
０
人
が
大
通

り
公
園
に
集
ま
っ
た
。

　

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
藤
盛
代
表
は
「
安
倍

政
権
は
私
た
ち
の
反
対
意
志

を
無
視
し
、
安
全
保
障
関
連

法
案
を
衆
議
院
で
強
行
採

決
、
参
議
院
で
の
審
議
を
は

じ
め
た
。
世
論
調
査
で
は
多

く
の
国
民
が
『
反
対
』『
説
明

不
足
』
と
懸
念
を
示
し
て
い

る
。
参
議
院
で
廃
案
に
追
い

込
む
た
め
に
は
、『
国
民
の
反

対
の
声
の
拡
が
り
』
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、「
廃

案
に
む
け
て
北
海
道
か
ら
、

う
ね
り
を
つ
く
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
運
動
の
輪
を
拡

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道
委
員
会
は
、
７
月
29
日
を
皮
切
り
に
、『
戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道
２
０
１
５
総
が
か
り
行

動
』
を
行
っ
て
い
る
。、８
月
12
日
・
19
日
・
９
月
２
日
・
９
月
10
日
・
９
月
14
日
～
18
日
・
９
月
24
～
25
日
と
行
動
が

行
わ
れ
る
。
安
倍
政
権
は
９
月
末
に
も
「
戦
争
関
連
法
案
」
の
成
立
を
め
ざ
し
て
い
る
（
別
表
参
照
）。
国
会
前
を
は
じ

め
、
道
内
各
地
域
で
も
、
連
日
各
種
取
り
組
み
や
行
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
国
民
・
道
民
世
論
は
高
ま
っ
て
き
て
い

る
な
か
で
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
」
意
志
を
拡
げ
、「
戦
争
関
連
法
案
」
を
廃
案
に
追
い
込
む
た
め
運
動
を
強
化
し
よ
う
。

就
任
あ
い
さ
つ
を
す
る
山
上
委
員
長

新事務局長に就任
した木村さん

ユーモアあふれる講演
を行った、神田山陽さん

山
上
委
員
長
が
全
労
済
北
海
道
本
部
長

『
安
保
法
案
』は
詐
欺
と
同
じ

戦争をさせない
総がかり行動

『戦争関連法案』をめぐる経過と
今後の日程
７
月 15日

衆院平和安全法制特別
委員会可決

16 衆院通過
下旬 参院で審議開始

８ 中旬 安倍晋三首相が戦後70
年の談話発表

15 70回目の終戦の日
９
14

参院で安保関連法案審
議継続の場合、衆院再
可決が可能に

27 会期末

下旬 首相が国連総会（米ニ
ューヨーク）に出席

30 首相の自民党総裁任期
満了

60
日
間

会
期
内
可
決

道
支
部
事
務
局
長

に
木
村
さ
ん
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上
川
町
職
労
、
北
見
市
労
連
、
名
寄
市
職
労
は
、
お
し
く
も
予
選
で
敗
退
し
た

念願の初優勝となった旭川市職労２年連続の準優勝となった苫小牧市職労

決勝戦は両チームともゆずらない、素晴
らしい試合展開となった

評議会（青年部・女性部・現業評議会など）で発行しているものでもＯＫ！

最優秀賞 １点－30，000円　優秀賞 ２点－新聞編集ソフト「パーソナル編集長」　佳作 ３点 10，000円

優秀賞 ３点－10，000円

道本部ＨＰ〔単組・組合員専用ページ〕８/５付を参照

◇応募資格＝組合員、家族、退職者

◇一般の部　◇自主福祉活動の部

◇一般の部

◇自主福祉活動の部

【参加対象】

■締め切り

■送付先

各コンクールとも９月10日（木）必着

〒060-0806 札幌市北区北６条西７丁目　自治労北海道本部
　「○○○コンクール」宛（各コンクール名を書いてください）

※ 各種コンクールに応募する場合『応募票』が必要です。『応募票』は道本部ＨＰ単組・組合員専用ページ（８／５付）からダウンロードできます。

【応募方法】

【賞品】

大きさは１コマＢ５版以内、多コマのものはＢ４版以内にまとめる。

最優秀賞 １点－10,000円　優秀賞 １点－5,000円　佳作－１点 3，000円

【作品の規格】

【賞品】

【テーマ】『平和』を感じる瞬間

【テーマ】「戦争関連法案」に関連した作品

募集中！

■�審査結果は、第57回自治労北海道本部定期大会の会場で展示し、機関紙「自治労
北海道・大会特集号」紙上で発表します

　　　　　　詳しくは道本部ＨＰ〔単組・組合員専用ページ〕８/５付を参照
携帯電話、デジタルカメラで撮影した写真データを下記のアドレスにメールでご応募下さい。

　　　　最優秀賞 １点－デジタルカメラ　優秀賞 ５点－5,000円分の商品券　癒し賞 10点－3,000円分の図書券

◇メール送付先　khikichi@jichiro-hokkaido.gr.jp

【応募方法】

【賞品】

第48回写真コンクール

第48回まんがコンクール

2015年度機関紙コンクール

　

８
月
１
日
、
２
日
の
両
日
、
上
川
町
・
総
合
体
育
館
で
第
37
回
全
道
自
治
体
職
員
等
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
全

道
優
勝
大
会
が
開
か
れ
、
予
選
リ
ー
グ
９
チ
ー
ム
で
勝
ち
抜
い
た
６
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
。

　

強
豪
チ
ー
ム
を
お
さ
え
、
旭
川
市
職
労
が
全
道
大
会
初
優
勝
を
達
成
し
、
苫
小
牧
市
職
労
が
２
年
連
続
の
準
優
勝
と

な
っ
た
。
今
年
９
月
に
岡
山
県
で
開
か
れ
る
全
国
優
勝
大
会
に
は
、
一
昨
年
度
全
国
制
覇
し
た
札
幌
市
職
連
と
、
昨
年

優
勝
の
帯
広
市
労
連
、
今
年
優
勝
の
旭
川
市
職
労
が
出
場
す
る
。

【
決
勝
戦
試
合
結
果
】

　

全
国
大
会
を
か
け
た
決
勝

戦
。

　

第
１
セ
ッ
ト
は
、
序
盤
か

ら
両
チ
ー
ム
ゆ
ず
ら
ず
、
一

進
一
退
の
攻
防
が
続
い
た
。

終
盤
に
入
っ
て
も
点
数
の
取

り
合
い
に
な
っ
た
が
、
旭

川
・
立
浪
選
手
が
サ
ー
ビ
ス

エ
ー
ス
を
決
め
て
白
熱
し
た

こ
の
セ
ッ
ト
を
も
の
に
し
た
。

　

第
２
セ
ッ
ト
も
一
進
一
退

の
攻
防
が
続
い
た
が
、
途
中
、

苫
小
牧
・
岩
田
選
手
の
４
連

続
得
点
で
一
歩
リ
ー
ド
し

た
。
旭
川
も
館
下
選
手
を
中

心
に
ボ
ー
ル
を
集
め
応
戦
し

た
が
一
歩
及
ば
ず
、
苫
小

牧
・
岩
田
選
手
の
大
活
躍
に

よ
り
セ
ッ
ト
を
取
り
返
し

た
。

　

第
３
セ
ッ
ト
は
序
盤
、
苫

小
牧
が
リ
ー
ド
し
た
が
旭

川
・
館
下
選
手
の
活
躍
に
よ

り
５
連
続
得
点
で
逆
転
。
流

れ
は
旭
川
に
か
た
む
い
た
か

に
思
わ
れ
た
が
、
苫
小
牧
市

職
労
も
意
地
を
見
せ
、
岩
田

選
手
の
得
点
な
ど
に
よ
り
再

逆
転
。
そ
の
後
も
旭
川
・
館

下
、
苫
小
牧
・
岩
田
の
両
エ

ー
ス
の
意
地
の
張
り
合
い
が

続
い
た
。
最
後
は
、
旭
川
・

館
下
選
手
の
ス
パ
イ
ク
か
ら

４
連
続
得
点
で
試
合
を
決

め
、
全
道
大
会
24
回
目
の
出

場
で
初
の
全
道
制
覇
を
達
成

し
た
。

　

チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
協
力

し
て
、
念
願
の
優
勝
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
大
会

で
の
反
省
を
活
か
し
、
全
国

大
会
で
プ
レ
ー
し
た
い
。

　

チ
ー
ム
み
ん
な
、
監
督
を

は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
で
優
勝
で
き

た
。
チ
ー
ム
旭
川
最
高
。

全
国
大
会
な
の
で
頑
張
り
た

い
。

　

と
に
か
く
チ
ー
ム
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
、
自
分
の
で

き
る
こ
と
を
や
っ
た
。
初
の

た
。
１
年
か
け
て
立
て
直
し

た
い
。

　

レ
シ
ー
ブ
賞
を
も
ら
え
て

あ
り
が
た
い
。
み
ん
な
で
練

習
し
て
き
た
結
果
の
賞
な
の

で
、
み
ん
な
の
も
の
と
思
っ

て
い
る
。
来
年
は
優
勝
め
ざ

し
頑
張
り
た
い
。

　

練
習
に
人
が
集
ま
ら
な
か

っ
た
な
か
で
の
大
会
で
、
決

勝
ま
で
こ
れ
た
が
、
大
事
な

場
面
で
ミ
ス
が
出
て
し
ま
っ

■
敢
闘
賞

■
最
優
秀
選
手
賞

■
勝
利
監
督
賞

■
ア
タ
ッ
ク
賞

■
レ
シ
ー
ブ
賞

■
ベ
ス
ト
プ
レ
ー
賞

旭川市職労 苫小牧市職労

旭川市職労

旭川市職労

旭川市職労

苫小牧市職労

立浪 知美さん 岩田 淳子さん

尾形 百恵さん

八木沼紀晃さん

舘下亜矢子さん

帯川 牧子さん

個
人
賞

第37回全道自治体
職員等女子

バレーボール大会

旭
川
市
職
労
が
初
優
勝
！

準
優
勝
は
苫
小
牧
市
職
労

　

選
手
同
士
の
仲
が
良
く
、

そ
れ
が
優
勝
に
つ
な
が
っ

た
。
全
国
大
会
は
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
精
神
で
頑
張
る
。

大
会
出
場
に
は
家
族
・
職

場
・
組
合
員
の
支
え
が
必

要
。
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
た

い
。
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三
浦
正
一
・

前
共
済
道
支
部

事
務
局
長
が
共

済
本
部
常
務
理

事
に
就
任
、
そ

の
後
任
に
８
月

１
日
付
け
で
発

令
を
受
け
た
。

　

道
本
部
で
担
当
臨
時
執
行

委
員
と
な
り
、地
本
、
単
組
・

総
支
部
、
青
年
層
の
学
習
会

や
個
別
相
談
会
で
組
合
員
と

接
す
る
機
会
が
増
え
た
が
、

こ
と
保
険
・
共
済
の
こ
と
に

な
る
と
無
頓
着
だ
っ
た
り
契

約
内
容
に
は
無
関
心
…
と
い

う
方
が
意
外
と
多
く
驚
く
。

　

素
よ
り
門
外
漢
で
あ
る
自

分
で
さ
え
も
「
も
っ
た
い
な

い
な
ぁ
」
と
思
う
ケ
ー
ス
が

結
構
あ
り
、
自
治
労
運
動
と

「
車
の
両
輪
」
に
例
え
ら
れ

る
共
済
運
動
を
通
じ
て
、
組

合
員
・
家
計
の
可
処
分
所
得

確
保
向
上
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を

単
組
・
総
支
部
の
組
織
強

化
・
拡
大
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
踏
ん
張
り
た
い
と
思
う
。

　

道
本
部
定
期
大
会
ま
で
は

企
画
総
務
業
務
と
掛
け
持
ち

で
少
し
だ
け
ト
ホ
ホ
で
は
あ

る
が
？
、
団
体
生
命
共
済
を

中
心
に
対
前
年
比
増
減
割
合

が
自
治
労
内
で
全
国
低
位
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
的
な

加
入
拡
大
を
通
じ
て
底
上
げ

で
き
る
よ
う
奮
闘
す
る
の
で

何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。�

（
木
村
美
智
留
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

組織集会に各単組から参加した＝６月29日

【
檜
山
地
方
本
部
発
】
６
月

29
日
に
開
催
さ
れ
た
２
０
１

５
組
織
集
会
で
は
地
方
本
部

統
合
を
最
重
要
課
題
と
位
置

づ
け
、
各
単
組
か
ら
の
提
起

を
受
け
ま
し
た
。

　

檜
山
地
方
本
部
で
は
、
統

合
議
論
そ
の
も
の
が
専
従
書

記
長
選
出
サ
イ
ク
ル
の
破
綻

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
前
向
き
な
議
論
を

積
み
重
ね
な
い
限
り
、
統
合

ど
こ
ろ
か
地
本
解
体
に
つ
な

が
る
と
い
う
危
機
感
を
も
っ

て
い
ま
す
。
統
合
議
論
の
本

質
は
「
地
本
の
組
織
強
化
と

は
な
に
か
」
と
い
う
問
い
に

正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
で

す
。
組
織
集
会
で
は
、
賛
成
、

反
対
の
択
一
的
な
議
論
に
陥

っ
て
し
ま
い
、
本
質
を
突
い

た
議
論
を
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

檜
山
地
方
本
部
で
は
２
０

１
７
年
地
本
定
期
大
会
を
解

散
大
会
と
す
る
工
程
を
組

み
、
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
単
組
代
表
者
会
議

で
は
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に

い
そ
ぐ
の
か
」
と
の
お
叱
り

も
受
け
て
い
ま
す
。
私
が
退

任
す
る
２
年
後
の
専
従
不
在

問
題
を
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
こ
の
２
年
間
で
統
合
議

論
を
真
剣
に
進
め
、
組
織
強

化
の
視
点
を
こ
の
２
年
間
で

鍛
え
あ
げ
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
檜
山
地
方
本
部
・
書
記

長
・
石
井
淳
平
）

組
織
強
化
の
視
点
を
鍛
え
る

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

職場実態を議論し
問題意識の共有を

㉑

　

道
本
部
は
７
月
12
日
に
第

25
回
全
道
保
育
集
会
を
開
催

し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

行
っ
た
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

は
、
職
場
に
戻
っ
て
使
え
る

内
容
だ
と
、
好
評
だ
っ
た
。

午
後
か
ら
の
分
科
会
で
は
今

年
の
４
月
か
ら
新
支
援
制
度

が
実
施
さ
れ
て
い
る
中
、
各

分
科
会
に
お
い
て
各
職
場
で

の
新
制
度
の
影
響
や
課
題
・

問
題
点
を
報
告
し
な
が
ら
議

論
を
行
っ
た
が
、
自
分
の
職

場
だ
け
で
な
く
、
他
の
職
場

に
お
い
て
も
同
じ
課
題
・
問

題
点
を
抱
え
て
い
る
実
態
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

保
育
所
は
、
公
立
・
民
間

を
問
わ
ず
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て
健

や
か
に
過
ご
せ
る
時
間
、
場

所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
制
度
で
は
、
保
育
所
の
環

境
整
備
や
保
育
士
の
処
遇
改

善
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、

現
政
権
に
よ
る
社
会
保
障
費

抑
制
に
よ
り
、
各
自
治
体
で

は
予
算
確
保
が
厳
し
く
、
環

境
整
備
や
処
遇
改
善
に
至
ら

な
い
実
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

職
場
に
お
い
て
実
態
を
仲

間
と
、
単
組
執
行
部
と
も
話

し
合
い
問
題
意
識
を
共
有
す

る
こ
と
が
必
要
で
、
同
じ
認

識
の
も
と
で
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

アトラクションが行われ、会場が一体となり盛り上がった＝７月24日

岩国市立玖珂中学校・香田校長が講演した

違
い
で
孤
立
感
を
覚
え
る
こ

と
も
あ
る
。
全
国
集
会
で
同

性
の
仲
間
に
会
う
と
心
強
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

記
念
講
演
で
『
保
育
士
は
子

ど
も
の
育
ち
に
関
わ
る
先
発

ピ
ッ
チ
ャ
ー
』
と
い
う
こ
と

ば
が
印
象
深
く
残
っ
た
。
旭

川
市
で
は
『
保
育
所
運
営
方

針
』
の
名
の
下
に
『
公
立
保

育
所
全
廃
』
が
模
索
さ
れ
て

お
り
、
仲
間
と
と
も
に
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
抵
抗
し
て
い
き
た

い
。

で
山
口
県
を
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

は
「
自
治
労
の
保
育
運
動
」

ほ
か
４
つ
の
分
科
会
と
４
つ

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
、

６
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
開
か

れ
テ
ー
マ
ご
と
に
学
習
と
交

流
を
深
め
た
。

「
私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
の

『
生
き
る
力
』
を
育
て
る
チ

ー
ム
で
あ
り
、
保
育
は
い
わ

ば
先
発
ピ
ッ
チ
ャ
ー
だ
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

　

２
日
目
は
、「
子
育
ち
を
支

え
つ
な
ぐ
地
域
の
連
帯
」
ほ

か
８
つ
の
分
科
会
、
３
日
目

こ
れ
ら
を
国
会
で
指
摘
し
、

自
治
労
の
意
見
反
映
を
す
る

上
で
も
来
年
の
参
議
院
議
員

選
挙
で
は
『
え
さ
き
た
か

し
』
を
再
び
国
会
に
送
り
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

述
べ
た
。

　

次
に
、
山
口
県
岩
国
市
立

玖
珂
（
く
が
）
中
学
校
・
香

田
校
長
に
よ
る
記
念
講
演

「
輝
く
瞳　

あ
た
た
か
い
ま

な
ざ
し
～
幼
児
教
育
・
保
育

と
子
ど
も
の
成
長
」
と
題
し

講
演
し
た
。

　

香
田
校
長
は
「“
三
つ
子

の
魂
百
ま
で
”
と
い
う
が
、

保
育
と
い
う
の
は
す
べ
て
の

教
育
の
土
台
と
な
る
も
の
。

土
台
か
ら
や
り
直
す
、
育
て

直
す
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
自

ら
の
経
験
を
披
露
。
最
後
に

兄
妹
ユ
ニ
ッ
ト
「
マ
ウ
ン
テ

ン
マ
ウ
ス
」
に
よ
る
歌
と
踊

り
で
会
場
が
一
体
と
な
っ
て

盛
り
上
が
っ
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
自
治

労
本
部
・
荒
金
副
委
員
長

は
、
集
団
的
自
衛
権
や
２
０

１
５
骨
太
方
針
な
ど
国
会
情

勢
を
述
べ
た
う
え
で
、「
２
０

１
５
年
度
予
算
で
は
保
育
関

連
予
算
の
う
ち
０
・
３
兆
円

は
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
質

の
充
実
に
な
っ
て
い
な
い
。

０
０
人
（
北
海
道
か
ら
９
単

組
・
24
人
）
が
参
加
し
た
。

　

地
元
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
山
口
出
身
の

　

２
０
１
５
年
７
月
24
日
～

26
日
、
山
口
県
・
山
口
市
で

「
第
36
回
全
国
保
育
集
会
」

開
か
れ
、
全
国
か
ら
約
２
０

第36回
全国保育集会

ぶ
ち
語
ろ
っ
ち
ゃ 

山
口
で 

子
ど
も
の
未
来 

一
緒
に
こ
さ
え
よ
う
や
！

「
生
き
る
力
」を
育
て
る

　

防
災
対
策
や
災
害
時
の
対

応
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
震
災
時
や
そ
の
後
の
保

育
園
の
よ
う
す
も
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。
具
体
的
な
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
災
害
に

直
面
し
た
時
に
ど
の
よ
う
に

動
く
か
を
考
え
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
。
学
ん
だ
こ
と
を

今
後
生
か
し
て
い
く
。

　

講
師
の
『
信
頼
関
係
の
な

か
で
育
ま
れ
る
喜
び
や
意
欲

を
も
っ
て
、
必
要
な
努
力
を

続
け
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
保

育
者
、
一
番
会
い
た
い
人
と

な
る
保
育
者
に
な
る
』
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
、
雰
囲

気
も
良
く
、
ま
た
聴
き
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
内
容
だ
っ

た
。
ま
た
、
学
習
と
交
流
会

　

今
回
で
３
度
目
の
参
加
で

あ
る
が
、
毎
回
思
う
の
は
、

全
国
の
仲
間
の
男
性
保
育
士

の
多
さ
。
職
場
環
境
は
悪
く

な
い
も
の
の
、
異
性
ば
か
り

に
囲
ま
れ
て
い
る
と
感
性
の

千歳市職労

砂川市職労

旭川市職労

岡澤　悠 さん

高杉有希子さん

和久 貴仁さん

■�

対
応
に
つ
い
て
学

ん
だ

■�

山
口
県
を
堪
能
で

き
た

■
心
強
さ
を
感
じ
た

参
加
者
の
声

　

９
月
13
日
（
日
）
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
Ｃ
指
定
席
（
オ
リ
ッ
ク

ス
戦
）
２
枚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
希
望
者

は
メ
ー
ル
に
、
件
名
「
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
チ
ケ

ッ
ト
」、
お
名
前
、
単
組
名
、
連
絡
先
電
話
番

号
を
記
入
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 douhonbu@

jichiro-
hokkaido.gr.jp

自治労北海道道本部

メールアドレス

ファイターズ 観戦チケット
プレゼント

９月13日スペシャルデー
締
め
切
り㈫
１
９ 2015

　

安
倍
内
閣
の
支
持
率
は
、
国
民
世
論
を

一
切
無
視
し
た
安
保
法
制
の
強
行
採
決

後
、
急
落
し
、
全
国
各
地
で
戦
争
法
案
反

対
の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。
自
・
公
議
員

は
地
元
で
支
持
者
か
ら
叱
責
を
受
け
、
理

解
を
得
ら
れ
な
い
説
明
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　

民
主
党
は
安
全
保
障
に
つ
い
て
「
日
本

国
憲
法
の
平
和
主
義
を
つ
ら
ぬ
き
専
守
防

衛
に
徹
す
る
」
方
針
を
確
定
し
、
た
た
か

っ
て
い
る
。
安
倍
首
相
は
、
米
連
邦
議
会

で
「
法
案
は
夏
ま
で
に
成
就
さ
せ
る
」
と

独
断
で
言
い
切
っ
て
お
り
暴
挙
を
撤
回
す

る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
急
展
開
で
見
直

し
が
決
ま
っ
た
２
，
５
２
０
億
円
の
新
国

立
競
技
場
の
よ
う
に
、
国
民
世
論
の
う
ね

り
が
あ
れ
ば
『
変
え
ら
れ
る
』。
民
主
党

は
全
道
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
地
域
の
世

論
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
家
族
、
子

ど
も
た
ち
の
将
来
が
か
か
っ
て
い
る
。
戦

争
法
案
、
派
遣
法
、
秋
に
持
ち
越
さ
れ
た

残
業
代
ゼ
ロ
法
案
の
廃
案
を
め
ざ
し
徹
底

抗
戦
し
よ
う
。
（
８
月
７
日
、
東
京
に
て
）

世
論
の
う
ね
り
で『
戦
争
法
案
』の
廃
案

⑤

ささきさん
ささき隆博


